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特定非営利活動法人 災害救援レスキューアシスト

2021年7月 熱海市土石流災害



2021年度は2月に発災した「令和3年福島県沖地震」の活動から始まりま
した。
冒頭に書いた地震はその約一年後、福島県新地町と連携し一年間の
継続的なフォローを終了した直後のことでした。東日本大震災から何度も
大きな余震を経験してきた住民の皆さんにとって、立て続けの被災には
かなりダメージが大きいように感じました。
そして度重なる被災は福島県沖地震だけではなかったのです。

「緊急地震速報！緊急地震速報！」
突然テレビ画面が変わり、日本のどこかで地震が起きたことをアナウンサーが伝えます。場所
は？ え？ またか……
頭の中に思い浮かべたのはつい先日に一年間の活動を終えた、福島県相馬郡新地町の光景でした。
やっと次に向かって歩き出した人たちに容赦なく自然災害が襲い掛かります。
深夜にもかかわらず代表が動き出します。たくさんの連携団体から情報が届き、誰がどのように
どこへ向かって動き出すのか連携団体間で共有されていくのです。そして必要な資機材を詰め込
み被災地に向かって出発します。

2021年度活動の記録

地震であっても水害であっても、私たちは不安を抱える被災者の方が少しでも前を向いていただけ
るように、丁寧に作業を行なうことを心掛けています。実際に途方に暮れていた方々が、私たちが
活動を終える頃には少し顔が明るくなっているのを何度も目の当たりにしました。ほんの少しでも
前を向くきっかけになったのではないかと、こちらの心も明るくなります。

2021年8月には佐賀県で大雨による水害が発生しました。この地もまた
2年前に水害に見舞われ、レスキューアシストは佐賀県佐賀市や大町町
で再び活動を行ないました。この2年の間に支援を足掛かりとして家の
再建をされた方も多く、再びの災害にお金の心配や再度水害に遭うので
はないかという心配をされる方など、今後のことを考える気持ちになれ
ない方が大勢いらっしゃいました。

2021年度は甚大な災害が多く発生しました。
「令和3年福島県沖地震」に続き「静岡県牧之原市竜巻被害」では屋根が
吹き飛ばされる被害が発生し、屋根の応急処置活動を行ないました。
何度も土石流の映像が流れた熱海市土石流災害は「令和3年7月豪雨」に
よるもので、土石流のほかにも周辺の市部で浸水の被害が発生しました。
富士市で床下の活動を行なうとともに、熱海市でも活動を行ないました。
そして「令和3年8月豪雨」佐賀県での活動、「令和4年福島県沖地震」と続きました。

コロナウィルス感染症対策のため、どの被災地も一般ボランティア募
集の中止や県外からの参加不可など人力に頼ることのできない状況か
ら、技術系NPOとして機材を利用した活動が中心となりました。ま
た大町町での活動では県内参加のボランティアの方々に、なぜこの作
業が必要なのかを丁寧に説明し、一般の方でもできる技術を伝えるこ
とも大切な活動のひとつとなりました。

これらすべての活動は、助成金のほかに多くの皆様方からのご支援があってこそできた活動だと
考えます。コロナ禍の中でもレスキューアシストを通してその先におられる被災者の方々へのご
支援をいただけたこと、本当にありがたく感謝の気持ちでいっぱいです。
活動を終えた私たちに涙を流しながら感謝される被災者の方の言葉は、ご支援していただいた皆
様に向けられたものです。いつも皆様のご支援で活動をしていることを被災者の方にお伝えして
います。そして皆様のおかげでレスキューアシストも活動を行なうことができています。
どうぞ今後とも私たちを見守っていただき、ご支援をいただけますようよろしくお願いいたしま
す。



2021年4月1日 新年度スタート

2021年2月13日 令和3年福島県沖地震

5月 静岡県牧之原市竜巻被害支援
5月11日～15日

7月豪雨災害 静岡県での活動
・富士市浸水被害支援 7月7日～12日

・熱海市土石流災害支援 7月23日～8月21日

8月豪雨災害
佐賀市・大町町・嬉野市での
水害被害支援
8月17日～11月20日

2022年3月16日 令和4年福島県沖地震
3月17日から調査活動及び福島県新地町での活動開始

2月 新地町継続活動
2022年2月10日 令和3年福島県沖地震の継続支援終了

~~
4月13日新地町での拠点活動終了
以降は継続支援に移行

5月 新地町継続活動

6月 新地町継続活動

9月 新地町継続活動

~~福島県での活動を次年度も継続

熱海市土石流災害の現場

佐賀市内では青年会議所と連携
床下作業を行なう

竜巻で屋根が飛び空が見える
ブルーシートで応急処置

富士市水害支援
たっぷり水を含んだ断熱材を取り除く

アシスト瓦を利用した応急処置



講習会・講演会活動

災害の多い一年でしたが、その分多くの方が災害を身近に感じられたのではないでしょうか。
ボランティアに関わりたい方や自分のご家族を守りたい方。また災害が起きたときのために備えて
おきたい方、地元を守っていく活動をしたい方など様々な理由から講習会や講演会に講師としてお
招きいただきました。
災害対応の中ではなかなか自団体での開催計画を立てることができず、このような形でお話を聞い
ていただくことができるのはとてもありがたい機会となっています。今後も経験をもとにお話をさ
せていただきたいと考えています。
コロナ禍の中、開催のために調整をしてくださった皆様、本当にありがとうございました。

講習会の内容は様々です。
被災地の経験談から伝える減災・防災講話、屋根の上で活動ができるようになるための技術的な
講習会まで、様々なご要望に合わせた講習会を行うことができます。また代表以外にもそれぞれ
の立場からお話しできる経験豊富な理事もおります。
まずはお問い合わせください。

※ 講師のご依頼・お問合せは rescueassist.japan@gmail.com まで

武ちゃんマンからワンポイントアドバイス★ ～講習会のお話から～

被災された方が一番つらいことは何だと思いますか？
家族なんです。家族の安否が一番心配なんです。食事よりもこれからのことよりも、一
番に家族のことを考えます。心配で心配で、自分はどうなってもいいから家族を捜し出
したいと一生懸命に避難所を訪ねて回ります。東日本大震災の時に悲壮な顔で家族を探
す人をいっぱい見ました。
だから、今日家に帰ったらちゃんと話をしてください。もし、災害に遭ったらどこに連
絡すればよいのか決めておいてください。できれば離れた場所に住む親戚の家がいいで
す。そこは被害のないことが多いので、電話もつながりやすいです。何かあったらそこ
に連絡する、と家族で決めておくのです。

6月12日
6月25日
6月27日
7月17日
7月25日
7月27日

10月26日
11月18日
11月29日
11月28日

1月21日
2月18日
3月 6日
3月11日
3月31日

鹿児島県指宿 水害講習会（震災がつなぐ全国ネットワーク）
NHK屋根被害動画作成協力 （震災がつなぐ全国ネットワーク）
茨城県ひたちなか市 災害時お助け隊養成講座 （ひたちなか市社会福祉協議会）
千葉県 屋根展張OJT講習会（千葉南部災害支援センター）
大阪府松原市 災害ボランティア養成講座 （松原市社会福祉協議会）
大阪ボランティア協会 定例会講話
東京都 みんなのEXPO2021 ブース参加・登壇
千葉県 屋根展張OJT講習会（千葉南部災害支援センター）
静岡県 研修リレートーク登壇（静岡県社会福祉協議会）
鹿児島県奄美市 水害等講習会（震災がつなぐ全国ネットワーク）
被災者支援に関する官民連携検討会（ダイナックス都市県境研究所）
千葉県 屋根展張OJT講習会（千葉南部災害支援センター）
千葉県酒々井町 防災講座（酒々井町社会福祉協議会）
防災産業クラスター ブース参加（中越防災安全推進機構）
千葉県 屋根展張OJT講習会（千葉南部災害支援センター）
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2021年度の事業収支について、以上のようにご報告いたします。
災害の多発と甚大化により、被災地での活動期間が長くなり、全体的に経費の増加となってしまいました。
またコロナ禍の中での活動ということもあり、被災地では一般ボランティアの募集や他府県からの団体受け
入れ中止などの対応が見られました。レスキューアシストは過去の被災地活動や行政・社会福祉協議会と
の連携実績から「技術系団体」として要請を受け、被災地支援活動を行なうことができました。ただ団体とし
ても広くボランティアの募集を行なえないことから、人力に頼っていた活動から機材を利用することで効率化
を図る必要があり、資機材費の支出も多くなっています。また機材を使用できる技術系スタッフの人件費・
委託料も結果的に多くなっています。
今後もきちんとした会計管理と報告を心掛け、多くの皆様からのご寄付や助成金により、被災地の皆様の
お役に立てるように活動を行なっていきたいと考えています。
FacebookページなどのSNSやホームページに投稿する日々の活動報告をご覧いただき、皆様からのご寄
付がどのように使われているのか、どのように被災地に繋がっていくのかをご確認いただければ幸いです。

2021年度 事業別損益の状況

（2021年4月1日　～　2022年3月31日　まで）

事業１ 事業２ 事業３ 事業部門計 管理部門

支援事業 訓練事業 開催事業

Ⅰ　収益 会費 131,000 131,000

寄付・助成金 9,123,546 9,123,546 2,510,313 11,633,859

事業収益ほか 550,902 436,430 987,332 39 987,371

　経常収益計 9,123,546 550,902 436,430 10,110,878 2,641,352 12,752,230

Ⅱ　費用 人件費 4,241,747 70,673 62,522 4,374,942 256,165 4,631,107

拠点運営費 1,021,523 0 0 1,021,523 94,987 1,116,510

旅費交通費 2,123,629 258,010 116,729 2,498,368 372,193 2,870,561

資機材消耗品 2,495,451 8,302 553 2,504,306 150,157 2,654,463

保険料 269,175 269,175 9,264 278,439

委託料 2,608,000 490,000 18,000 3,116,000 3,116,000

その他 263,250 0 1,180 264,430 203,922 468,352

　経常費用計 13,022,775 826,985 198,984 14,048,744 1,086,688 15,135,432

　当期経常増減額 -3,899,229 -276,083 237,446 -3,937,866 1,554,664 -2,383,202

　　　　事業1：国内の自然災害等に伴う緊急時の支援事業

　　　　事業2：安全に災害ボランティア活動を行なう上での訓練事業

　　　　事業3：災害救援などを題材とした講演会及び講習会の開催事業

科目 合計

様々な社会的な取り組みを行なっている団体を、大阪ガスを利用している皆様で応援する仕組み
「Social Design+」プロジェクト。異例の２度の応援プログラムを掲載していただきました。
皆さまからの応援を被災地支援の形に変え、活動をさせていただきました。
また、このような取り組みに取り上げていただいた大阪ガス株式会社の皆様、本当にありがとうご
ざいました。



～Ｔポイントの寄付ができるようになりました～

★Yahoo!ネット募金の「災害救援レスキューアシスト」のページから
・クレジットカードを利用した寄付
・Ｔポイントの寄付

ができるようになりました。特にＴポイントは１ポイントから寄付をして
いただくことができ、１ポイント＝１円として団体に届きます。お手持ち
のポイントを被災地で有効に活用していただくことができます。
右のQRコードを読み取っていただくと直接レスキューアシストの支援ページに移動します。

★今まで通りゆうちょ銀行からのお振込みもご利用いただけます。
銀行名 ：ゆうちょ銀行 四〇八支店
口座番号：（普通）３２６４５９３
口座名 ：特定非営利活動法人災害救援レスキューアシスト

★その他、書き損じはがきの寄付や「チャリティーショップKANAU」様へ物品を送っていた
だくことによるご支援もできます。

詳しくはホームページ(https://rescue-assist.net)をご覧ください。

～会員募集～

レスキューアシストでは団体を支えてくださる「正会員」及び「賛助会員」を募集していま
す。コロナ禍の中、ボランティアの募集が県内在住者に限られることの多い昨今の事情もあ
ります。会員の方はレスキューアシストの一員として被災地活動に参加していただくことも
可能です。是非ご検討ください。

・正会員 … 総会の表決権を有し、団体の事業に賛同して入会してくださる
個人及び団体。 会費 5,000円（年額）

・賛助会員… 総会の表決権はなく、団体の事業を賛助するために入会してくださる
個人及び団体。 会費 3,000円（年額）

なお途中入会の場合でも、年度初めの4月1日で更新となります。

申込み、問い合わせは事務局まで
メール：rescueassist.japan@gmail.com
各SNSのメッセージ機能（DM)
電 話：090-3972-9092

事務局よりお知らせ

～住所変更のお願い～

2022年9月から新事務所に移転しました。

〒632-0207
奈良県宇陀市室生無山３０１番４２
特定非営利活動法人 災害救援レスキューアシスト

「うちの山を役に立ててください」そんなお申出から様々なご縁がつながり、団体事務所を奈良県宇陀市に
移転しました。大阪北部地震で多くのご支援とご縁をいただいた大阪府茨木市を離れることは私たちにとっ
ても想定外の出来事ではありましたが、今後増えていく資機材や活動車の管理、また事務所家賃なども考え
ると団体の運営としては移転することで経費を抑えることができるメリットがありました。新しい場所で新
しいチャレンジもできればと考えております。今まで同様に、災害救援レスキューアシストをどうぞよろし
くお願いいたします。

mailto:rescueassist.japan@gmail.com


ご寄付・書き損じはがき・アシスト瓦などのご支援（五十音順・敬称略）

秋谷かおり／秋山智哉／東尚子／天井優志／安食江里／五十嵐涼子／池袋りえ／石塚百合子／泉幸江／稲葉浩明
岩崎麻衣／上瀧大／宇田川誠／内田明枝子／オオエコウショウ／大久保文子／大河内元喜／大橋邦子／大平武文
小副川律子／小田裕子／紙徳真理子／北島由美子／黒田浩一／桑本衛／郷寿美子／越本進男／小宮和彦／小山亜希子
近藤敬子／佐伯みつえ／サトウチエ／塩谷文／篠原佳代子／嶋田武史／清水彰／清水和子／鈴木一衛／鈴木美起子
角政美／関敦司／高橋誠治／高橋貴子／高橋洋／竹本礼子／立澤聡／田中里美／知野友里／土井澄人／戸沢正弘
戸塚義裕／土肥純門／辻口義之／中田光子／中原久／西川泰弘／西脇美恵子／布野嘉浩／橋本剛／福原功太／藤岡純子
藤村由美子／古谷葉子／水原利朗／水本幸利／横田紀美子／Ｔポイント寄付の皆様
明石少年ひのきしん隊／伊川市民サブセンター／大阪よどがわ市民生協／佐倉社協消防ボランティアの会
静岡県西部屋根工業／自治労西東京市職員労働組合／新大阪健康道場ユーザーの皆様／多摩川災害支援チーム
千葉ボラサポート／チャリティーショップKANAU／東洋産業／ピース２６／東住吉高等学校
藤岡災害ボランティアサークル／BRIDGE KUMAMMOTO／まがたま／松ヶ枝北市民センター／山形の防災を考える会

助成金等

空地空家活用サポートSAGA／大阪ガス／震災がつなぐ全国ネットワーク／真如苑／積水ハウス
積水ハウスマッチングプログラムの会／中央共同募金会／日本財団／READYFOR

講習会等

イオタ／大阪市東成区社会福祉協議会／酒々井町社会福祉協議会／ダイナックス都市環境研究所
千葉南部災害支援センター／中越防災安全推進機構／ひたちなか市社会福祉協議会
福島県耐震化・リフォーム等推進協議会／松原市社会福祉協議会

連携企業・連携団体

BIGUP石巻／DEF TOKYO／DGR_119／DRLS JAPAN／DRT JAPAN（東京・長崎・奈良・三重・横浜）／IVUSA
KEEN JAPAN／Motorola／OPEN JAPAN／Peace Winds Japan／ReVA／TEAM ACE／U Peace／Yahoo!ネット募金
熱海市社会福祉協議会／茨木市社会福祉協議会／エアラボ／エネラボ／おおさか災害支援ネットワーク
大阪商工信用金庫／大阪府社会福祉協議会／大阪ボランティア協会／大町町社会福祉協議会／鴨川市
鴨川市社会福祉協議会／カリスタ南相馬／関東風組／光洋化学／国際健美軸協会／このゆびとまれ／コミサポひろしま
コングラント／コンプリアール／災害NGO結／災害救援チームアパッチ／災害支援団体NUTS／災害対応NPO MPF
佐賀県／佐賀災害支援プラットフォーム／佐賀市佐賀市社会福祉協議会／佐賀青年会議所／静岡県社会福祉協議会
新地町／新地町社会福祉協議会／全国災害ボランティア支援団体ネットワーク／ダイゼン／たすけあいネットしまとみ
チーム茨木／チーム韋駄天／チームふじさん／ちょんまげ隊／戸塚瓦工事／七王工業
にいがた災害ボランティアネットワーク／日本笑顔プロジェクト／日本財団ボランティアセンター
日本レスキュー協会／ハートレスキュー／萩原工業／パタゴニア／花釜ロッジ／ピースボート災害支援センター
フォーエバーシステム／藤岡災害ボランティアサークル／富士市社会福祉協議会／普門寺／プロボノ消防志
牧之原市社会福祉協議会／南相馬市社会福祉協議会／め組JAPAN／山紀建設／山元町社会福祉協議会
レスキューアシスト熊本

いつも活動に参加してくださるボランティアの皆様や、ここに書ききれないほどの多くのかかわりを持ってくださる方
全てに感謝申し上げます‼

多くのご支援とご協力をありがとうございました

ご挨拶とお礼

いつもレスキューアシストを応援してくださる皆様、本当にありがとうご
ざいます！
一人一人の気持ちが集まってこんなに大勢の皆様の力が一つになり、目の
前で困っている方々の支援ができることをとてもうれしく思います。
大きな災害は毎年起きますが、これからも仲間の輪をどんどん広げていろ
んなことを伝えながら活動を続けていきます。この一年間、大きな事故も
なく無事に終えることができました。皆様本当にありがとうございました。
そしてこれからも災害救援レスキューアシストをどうぞよろしくお願いい
たします！！！

特定非営利活動法人 災害救援レスキューアシスト
代表理事 中島武志
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